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Ⅰ 学校教育の現状と課題 

 １ 学力の定着について    

本市の児童生徒の学力は、県「基礎・基本」定着度調査＊の結果によると、小学
校、中学校ともほとんどの教科が県平均を上回っていますが、今後は、子ども一人
一人の学習意欲、学力の向上と学びの質の深まりを追究していく必要があります。 
また、学力の基盤となる家庭での学習の充実のために、小・中連携による家庭学習

の手引き等を通して、家庭学習の充実を図っていく必要があります。  

  (1) 実態 
○ 本市の小・中学校の学力を平成22年度の県「基礎・基本」定着度調査の結果か
ら見ると、調査対象学年である小学校５年生、中学校１年生、中学校２年生のほ
とんどの教科で県平均を上回る状況です。しかし、教科別にみると、算数・数学、
理科については他教科と比較すると定着に課題がみられます。また、全国的に「学
びの意欲」の低下などの課題が見られます。 
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学びのモチベーション 
（学習への意欲・学習習慣）  

○ 平成22年度の全国学力・学習状況調査＊結果においては、基本的な知識を問う
問題では、高い通過率を示しています。一方、知識を活用する問題では、国や県
と同様の傾向に、国語、算数・数学いずれも通過率が低下しており、基本的な知
識・技能を活用して問題を解決する思考力・判断力・表現力に課題が見られます。 
○ 家庭学習への取組は、宿題に８～９割の子どもが自分から取り組んでいますが、
自分で目標を決め、主体的に家庭学習に取り組む姿勢は十分育っていません。 

 

 
 
 (2) 課題 

○ 基礎的・基本的な知識・技能の確かな定着 
（様々な場面での活用・応用） 

○ 算数・数学、理科の学力の向上 
○ 思考力・判断力・表現力の育成 
○ 学びのモチベーション（意欲）の向上 
○ 家庭学習の充実 
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６ 健康教育について 

平成20年に「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するために学校全体とし
ての取組を進めるための方策」について中央教育審議会答申がなされ、学校保健法が学
校保健安全法に改正されました。 
本市においては、学校保健安全法に基づき、児童生徒の健康診断等を実施し、健康管

理・保健指導を行っています。しかし、食生活の乱れや不規則な睡眠等、子どもの生活
習慣の乱れが依然として見られます。 
そこで、子どもが心身ともに健やかに育っていくためには、学校と家庭が連携し、適

切な生活習慣を確立することが必要です。また、児童生徒の健康課題（歯・目・口の健
康、食生活、感染症、アレルギー疾患等）を解決するためには、学校保健計画に基づき、
全ての教職員で学校保健を推進することができるように組織体制の整備を図り、保健教
育と保健管理に取り組むことが必要です。 

 (1) 実態 
○ 学校においては、健康診断や健康相談、う歯等の疾病の治療、保健指導などの保
健管理、保健教育の充実を図っています。また、学校保健委員会や児童生徒保健委
員会を計画的に実施し、健康教育の充実を図っています。  

○ 児童生徒の健康生活を育成するために、学校を中心に、家庭・地域・関係機関（学  
校保健会、保健所、学校医等）との連携に努めています。 

○ 食生活の乱れや不規則な睡眠が見られ、生きるための基礎である体力の低下、気
力や意欲の減退、集中力の欠如等精神面に悪影響を及ぼしている状況があります。 

 (2) 課題 
  ○ 児童生徒の健康的な生活習慣の確立 

○ 多様な健康問題への適切な対応（アレルギー疾患、感染症等） 
  ○ 学校組織体制の整備 
  

 

栄養教諭による食に関する指導
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基礎的・汎用的能力

•肯定的自己理解と自己有用感の獲得

•興味・関心等に基づく勤労観、職業観の形成

•進路計画の立案と暫定的選択

•生き方や進路に関する現実的探索

中
学
校

•自己及び他者への積極的関心の形成

•身の回りの仕事や環境への関心・意欲の向上

•夢や希望、憧れる自己イメージの獲得

•勤労を重んじ目標に向かって努力する態度の形成

小
学
校

職場体験活動を一層活用
して、系統的なキャリア
教育に

発達の段階に応じた意図
的な指導に
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教材提示装置の活用
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10 学校経営の充実と教職員の資質向上について 
 各学校の学校経営は、国・県・市の教育方針、関係法令に基づき市教育委員会及び
校長の権限で行われています。学校経営の充実は、公教育の責任を果たす上で重要な
ものであり、家庭・地域等の連携を深め、学校評価＊の活用等、カリキュラムマネジメ
ント＊を効果的に進めながら、学校経営目標の実現に向け努力する必要があります。  
また、学校経営目標を実現するためには、教職員一人一人の資質の向上を図るとと

もに、全職員の協働による学校経営を進めていく必要があります。  
 (1) 実態 
  ○ 各学校では、それぞれの歴史と伝統、地域の実態を踏まえるとともに、学力向上、 

心の教育の推進など、学習指導要領の趣旨に基づき学校経営目標を設定し、教育課
程を編成し学校経営を進めています。 

  ○ 市教育委員会としては、年間を通して管理職研修会を毎月開催し、学校経営及び 
学校運営の充実を図るために、校長、教頭の資質の向上に努めています。 

  ○ 学校評議員制度＊を活用した学校運営への意見聴取や、学校関係者評価＊を活用し 
た学校評価の取組への意見聴取などを通して、学校経営の充実・改善を図っていま 
す。 

○ 各学校の教育活動の取組を広く市民に理解してもらうとともに、各学校の特色の
ある活動を相互に学び合う場として市教育実践発表会を開催しています。 

  ○ 教職員の資質向上を図るために、職務別研修や経験年数に応じた研修等を実施し 
ています。 

 (2) 課題 
 ○ 学校評価のＰＤＣＡサイクル＊を効果的に活用した学校経営の質的改善 
○ 特色ある学校、開かれた学校を踏まえた「魅力ある学校づくり」の推進 

  ○ カリキュラムマネジメントを通した教育課程の効果的実施と改善充実 
○ 教職員人事評価を効果的に活用した教職員一人一人の資質能力の向上 

  ○ 時代に対応した学校経営能力・運営能力の向上を図る管理職研修の充実 
  ○ 各種研修会の実施を通した教職員一人一人の資質の向上 

○ 校内研修の改善・充実を通した学校全体の教育力の向上 

 
 

 

 

•・教育活
動の評価

•改善

•教育活動の
実践

•学校経営目
標の設定

PLAN DO

CHECKACTION
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11 学校施設整備について    

本市の学校施設は既に耐震工事は終了しましたが、今後は老朽化の進む校舎等の大
規模改造工事や外壁改修工事等を行う必要があります。また、特別支援教育の充実や
教育の情報化に対応した環境整備を行う必要があります。  

 (1) 実態 
○ 公立の小・中学校及び幼稚園は、小学校が18校（うち２校は休校）、中学校が５
校、幼稚園が５園（うち１園は認定こども園）あり、約7,050人の幼児児童生徒が
通っています。 

○ 学校施設等は、子どもたちが１日の大半を過ごす場であるとともに、災害時の避 
難場所として小学校が14校、中学校５校が指定されています。 

○ 耐震化については、小・中学校は平成23年度に100％を達成しています。 
○ 校舎の外壁改修工事や施設・設備等の修繕を実施し、安全で安心な学校教育環境 
整備に努めています。 

○ 建昌小学校は、児童数の増加に伴い、教室数や校庭の広さが不足していることか
ら、分離新設校の建設を平成26年度までに完成することにしています。 

○ 特別支援教育のために教室の改修や備品等を購入し、環境整備を図っています。 
 (2) 課題 
  ○ 年次的な計画による施設整備 
  ○ 建昌小学校の分離新設校の建設 
  ○ 危険箇所などの緊急性の高い修繕箇所の改修 
  ○ 特別支援教育の充実に対応するための施設整備 
  ○ 情報化社会に対応できる環境整備 
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第２章－Ⅱ 姶良市の教育の現状と課題（社会教育） 

［内容］ 古代から未来への時代変遷を追いながら、各期に応じた年８回の体験 
活動を展開する。 
「縄文人生活」「河川の源流」「伝統芸能」「近代遺産建造物」 
「郷土料理」「未来絵・未来作文」「天文現象」「夢の実現」 

 ○ ムーミン講座 

［趣旨］ 週休日の有効活用を図ることをねらいとして、姶良退職校長会指導の 
もとで、小学生と保護者に対して、郷土の素材を生かした体験活動の場 
を提供する。 

［対象］ 市内の小学生、保護者（年間累計800名募集） 
［内容］ 絵画、俳句、植物採集、和凧つくり、竹工作、紙工作、史跡めぐり、 

科学の不思議、郷土芸能、天文学習、山学校、他（年間16回実施） 

○ 世代間交流事業 

［内容］ 地域特有の歳時的行事や伝統行事を伝承する場、あるいは生産栽培活 
動、郷土学習など高齢者がもつ知識や技術を子どもたちに教示・継承す 
る場、スポーツ・レクリエーション活動を通して地域住民が交流する場 
を設定して、市内の各校区・地区公民館、自治会において、地域ではぐ 
くむ青少年の風土づくりを推進する。 

○ 学校支援事業 

 ［内容］ 地域ボランティアの指導により、学校内での体験活動を通じて知識や 
技術の習得を図ることで、学校教職員や地域住民が、子どもたちと向き 
合うことの時間を増加させ、地域をあげて学校教育を支援する体制の構
築を図る。 

   ○ 青少年団体育成支援 

［内容］ ジュニアリーダークラブ＊「どんぐり」の育成を図り、社会教育事業 
    への運営補助や地域ボランティア行事参加などの活動支援を図る。 

○ 青少年地域活動支援 

［内容］ 姶良市青少年育成市民会議が主体となって、単位子ども会や自治会・ 
校区単位における青少年地域活動の支援を図る。 

  (2) 課題 
○ 少子化による青少年人口の減少及び子ども会離れによる会員の減少 

 ○ 青少年地域活動と学校部活動やスポーツ少年団活動との両立 
   ○ 市青少年育成市民会議や青少年問題協議会などの諸対策会議の充実 

○ 青少年を取り巻く生活様式の変容に対する社会環境の浄化 
○ 学校・家庭・地域・事業所間における連携体制の強化と事業体の支援協力 

  

あいら未来特使団

AIRA ふるさと学寮
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２ 生涯学習の推進について 

近年、生活水準の向上や余暇時間の増大、市民の学習意欲の向上、さらには、情報 
化や国際化の進展による学習意識の多様化により、自ら進んで学習を選択できる環境
の設定が必要とされています。学校教育だけでは得ることのできない知識・技術の習
得や体験活動の場など、「いつでも・どこでも・だれでも」取り組める多種多様な生
涯学習の場の提供が望まれています。 
また、平成18 年12 月に改正された教育基本法には、これまでにはなかった新たな 

条文として、第３条に「国民一人一人が自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることが
できるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会あらゆる場所において学習すること
ができ、その成果を適切に活かすことのできる社会の実現が図られなければならな
い。」という条文が加わっています。 
本市では、これらの現状と課題に鑑みて、市民が生涯を通して学習を実践すること

を推進し、その学習活動を支援するために、次のような生涯学習活動プログラムを実
践しています。 

(1) 実態 

   ○ 高齢者学級「ゆずり葉学級」 

      ［趣旨］ 高齢者を受講対象とした成人学級で、高齢者の生きがいづくりや仲間づ 
くり、社会参加促進を図ることをねらいとしている。 

      ［開設］ 市内６学級（加治木、姶良、帖佐、重富、山田、蒲生）約100名 
［内容］ 健康講話、趣味と教養実技、史跡めぐり、施設見学、学校訪問交流など、 

学級ごとに年８回の学習活動を展開している。 

○ 女性学級「あやめ学級」 

      ［趣旨］ 女性を受講対象とした成人学級で、女性の地位向上を図りながら仲間づ 
くりをすすめ、社会貢献を図ることをねらいとしている。 

      ［開設］ 市内３学級（加治木、姶良、蒲生）約100名 
［内容］ 環境講座、健康講話、趣味と教養実技、史跡めぐり、施設見学、学校参 

観など、学級ごとに年８回の学習活動を展開している。 

○ 家庭教育学級 

  ［趣旨］ 子どもをもつ親を対象にして、家族関係の在り方を考え、子どもの心身 
の発達状況に応じた家庭教育力の向上を図ることを目的に開設する。 

      ［開設］ 市内16小学校・５中学校・５幼稚園において、年間を通した家庭教育学 
級の開設を委託し、それぞれに学習プログラムを立案し運営実施している。 
また、私立幼稚園については、家庭教育に関する講演会に対し講師謝金の
助成を行っている。 

［内容］ 「子どものしつけ」「父親と母親の役割」「心身の発達と性教育」「地 
域活動」「人権教育」「趣味と教養」等の学習テーマに基づき、講話、実 
技、見学、フォーラム等の学習方法で、学級ごとに年10回程度の学習活動 
を展開している。 

○ 公民館講座 

［趣旨］ 人生の余暇を活用し、自らが選択した学習によって教養を高めるととも 
に、仲間づくりをすすめる中で、豊かで明るい地域づくりに貢献できるよ 
うな楽しい人生を過ごすことを目的に開設する。 

［開設］ 姶良公民館・加治木公民館・蒲生公民館では、独自性のある講座プログ
ラムを企画し、学習内容に応じて20・10・５回コースによる長期及び 
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短期の講座を計59講座開設している。 
・加治木：20回(５講座)、10回(10講座)、５回(３講座) ※325名受講 
・姶良：20回(25講座)、10回(１講座)、５回(12講座)  ※708名受講 
・蒲生：10回(２講座)、５回(１講座)  ※68名受講 
また、その修了生が継続学習を希望する場合は、生涯学習自主グループ 

       として活動を継続できる体制を整えている。 

○ 社会教育施設 

      ［内容］ 生涯学習推進の活動拠点として、これまでに姶良公民館、蒲生公民館、 
各地区公民館、中央図書館、加治木図書館、文化会館「加音ホール」、加 
治木福祉センター、陶夢ランドなどが主に利用されてきましたが、学習者 
の施設機能に対するニーズに応えるために、現在では、各小・中学校施設 
の他、各公民館図書室、椋鳩十文学記念館、北山野外研修センター、天文 
施設スターランドＡＩＲＡなど、あらかじめ学習環境が整備されている、 
より身近な公共施設等の有効活用も図られています。 

 (2) 課題 
○ 学習機会の設定や学習情報の提供充実と学習資料の整備 
○ 学級や団体・個人における生涯学習内容の工夫・改善 
○ 市民のニーズに応えられる機動力の備わった生涯学習推進体制の整備 
○ 生涯学習活動拠点の設備充実と有効的な活用方法の検討 
○ 講師・指導者的人材の育成及び学習者の発表機会の拡充や適宜活用 
○ 急速に変化し続ける媒体に対して即応できる図書館システムの構築 
 
 

  

椋鳩十文学記念館「マヤフェスタ」

スターランド AIRA「移動観望会」

あやめ学級「健康講座」

公民館講座「男性料理教室」
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３ 文化芸術の振興について 

文化芸術は、豊かな人間性をはぐくみ、感動と潤いのある生活を営むことができる
と同時に、多種多様な交流と心のつながりを促すもので、今日、このような芸術文化
活動を展開できる基盤づくりが求められています。 
一方、芸術文化活動を実践できる施設の不足や既存施設の狭小化と老朽化、さらに 

は、芸術文化活動団体の固定化、会員の高齢化、伝承後継者の育成問題など、現状に 
おいて早急に取り組むべき様々な課題を抱えています。 
このようなことから、芸術文化団体においても活動内容の充実を図る一方、優れた 

文化芸術の鑑賞機会を拡充しながら、日頃の活動成果を発表できる場を設定するなど、 
その振興のための基盤づくりを進めていく必要があります。また、市民の多様なニー 
ズに適応できる基盤づくりと活動支援体制の整備を図る必要があります。 
 本市では、これらの現状と課題に鑑みて、市民あるいは青少年の文化芸術への学習
意欲を向上させ、その学習活動を支援するために、次のような芸術文化活動プログラ
ムを実践しています。 

(1) 実態 

○ 文化芸術祭 

［趣旨］ 文化協会加盟団体及び青少年文化団体における１年間の学習成果を発表 
する場として開催し、郷土芸術文化の振興と発展並びに芸術文化団体の育 
成に資する。 
・作品展示部門：文化協会３支部の作品部による創作品及び小学校児童並 
びに中学校・高等学校生徒の創作品を展示する。 

・芸能発表部門：文化協会３支部の芸能部団体並びに少年少女合唱団、中 
学校吹奏楽部などが舞台発表を行う。 

○ 文化協会支部文化祭 

［趣旨］ 文化協会各支部加盟団体における学習成果を発表する場として各々に開 
催し、郷土芸術文化の振興と発展並びに芸術文化団体の育成に資する。 

○ 姶良10号美術展 

［趣旨］ 新しい姶良の創造をめざし、学んだことを活かすという生涯学習の観点 
に立った美術展として、美術愛好家に対して発表機会を提供し、市民の文 
化意識の高揚と地域文化の発展をめざすことを目的に開催する。 

［内容］ 応募対象は10号サイズ絵画に限定、約300点の作品を審査し、「10号展 
大賞」以下、順次各賞を選考し表彰する。 
なお、入賞作品は加音ホールに一定期間展示して一般公開を行う。 

○ 青少年芸術鑑賞事業 

［趣旨］ 青少年に対する優れた芸術鑑賞機会を拡充し、豊かな情操の涵養に資す 
るために、中学生を対象にした芸術鑑賞事業を開催する。 

［対象］ 中学校５校をＡ（帖佐中学校、蒲生中学校、山田中学校）、Ｂ（重富中 
学校、加治木中学校）２組に分けて隔年おきの鑑賞対象とする。 

［内容］ 「鹿児島県青少年のための芸術鑑賞事業」と「姶良市青少年芸術鑑賞事 
業」の２つを組み入れた鑑賞事業を年２回開催する。 
・鹿児島県青少年のための芸術鑑賞事業：鹿児島県、㈶鹿児島県文化振興 
財団、姶良市教育委員会の三者による主催事業で、県内で活動を展開し 
ている器楽、邦楽、声楽、バレエ等の芸術文化団体による公演を行う。 

・姶良市青少年芸術鑑賞事業：姶良市教育委員会による主催事業で、県内 
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外で活躍している芸術文化団体・個人による公演を行う。 

○ 市町村による青少年劇場 

［趣旨］ 青少年に対する優れた芸術鑑賞の機会を拡充し、豊かな情操の涵養に資 
するために、小学生を対象にした芸術鑑賞事業を開催する。 

［対象］ 小学校16校を４～５組に振り分け、４年に１回程度の鑑賞の機会を提供 
する。 

［内容］ 鹿児島県、㈳日本児童演劇協会、姶良市教育委員会の三者による主催事 
業で、中央で活動を展開している創作劇団、人形劇団、影絵劇団等の芸術
文化団体を招いての公演を行う。 

○ 文化協会 

［内容］ 芸術文化振興団体の中枢となる文化協会は、加治木・姶良・蒲生の３支 
部で組織され、約150組の文化団体が加盟している。支部ごとの活動が主 
体となって文化祭や研修会等が行われている。 

○ 少年少女合唱団 

［内容］ 少年少女合唱団は、小中学生約30名の団員で構成されている。毎週土曜 
日の練習会を経て、県少年少女合唱祭、ふれあい交流会、定期演奏会等の 
文化イベントに出演するなど意欲的に活動している。 

○ 芸術文化施設 

［内容］ 加音ホールや蒲生ふるさと交流館など、時代の変化にも即応できる文 
化施設の有効活用を図っている。 

(2) 課題 
○ 市文化芸術祭の内容充実による拡大化と定着化 
○ 姶良10号美術展の内容充実と発展 
○ 文化施設の整備とネットワーク化による文化芸術の拠点づくり 
○ 青少年の各年代層に応じた芸術鑑賞機会の提供と文化芸術活動の場づくり 
○ 市立少年少女合唱団の育成支援体制強化による団体及び団員の育成 
○ 市文化協会を含む芸術文化団体の活動支援と芸術リーダーの育成 
 
 

  

姶 良 10 号 美 術 展 姶 良 市 立 少 年 少 女 合 唱 団  
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４ 文化財の保護と活用について 

郷土に残されている史跡文化財や伝統芸能、歳時的行事は、人々の生活の一部とし 
て密着しながら精神的なよりどころとなっています。 
 これまで郷土愛の下に、各地域で守りはぐくまれてきた貴重な文化財や伝統的文化
を、今後の地域財産として次代に継承していくとともに、住む人々が誇りと愛着を持
てるような個性豊かな地域づくりが求められてきました。そして今、郷土の歴史や文
化財にふれながら、学び・親しむことで郷土を愛する心を醸成することも求められる
時代になっています。 
一方、文化財保護活動を実践できる歴史資料の確保、これらの保存・管理・活用に 

適応できる総合的歴史資料施設の整備、さらには、文化財保護団体における伝承・後
継者問題など、現状において早急に取り組むべき様々な課題を抱えています。 
 本市では、これらの現状と課題に鑑みて、郷土の歴史と伝統を後世に伝え残すこと
を目指して、市民理解の下で保存と活用の両面における各々の目標達成を果たせるよ
う、様々な文化財保護事業を展開しています。 

(1)  実態 
○ 現在、市内の指定文化財は181件(国:５件、県:15件、市:161件)、登録文化財数は 
13 件、総計194 件を数えますが、この数は県内最多のものです。この他に、周知 
の埋蔵文化財包蔵地が234 件、田の神像や石碑などを含む未指定の文化財は500件 
を超えるなど、本市は文化財の宝庫と言えます。 

○ 文化財保護業務を推進するにあたっては、指定文化財の所有者及び管理者に対し 
て適切な保存措置を指導助言しながら保存と活用に努め、可能な限り市民へ公開で 
きるような環境整備を図っています。 

○ 未指定の文化財については、将来的に壊滅及び逸失することのないよう、地域遺 
産としての研究解明に努めながら、その保存と活用に向けて早急な措置を講じてい 
けるよう努めています。 

   ○ 無形民俗文化財については、郷土伝統芸能の保存と活用及び公開を図るという観 
点から、由来や仕様の文献資料と映像記録の保存を図りながら後継者となるべき人 
材の育成に努めている他、郷土芸能保存会の存続継承を支援しています。 

○ 歴史資料の保管・展示施設として、市歴史民俗資料館と加治木郷土館を管理運営 
していますが、昨今は生涯学習意欲の高まりとともに、市民からはより高いサービ 
スの提供が求められています。 

 (2)  課題 
○ 博物館機能を兼ね備えた総合的な歴史資料施設の整備 

  ○ 市内文化財基本調査による郷土歴史の研究と解明 
○ 指定文化財の保存管理体制強化と修復業務の推進 
○ 無形民俗文化財の継承活動及び後継者育成の推進 
○ 埋蔵文化財発掘調査の実施と出土品の保存・活用 
○ 歴史ボランティアガイドの養成と史跡めぐり等での活用 
○ 市誌史料集刊行事業の実施 
 

太鼓踊り
漆の田の神
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Ⅲ 社会体育の現状と課題 
 １ 生涯スポーツについて    

国は、「いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむ生涯スポーツの社会」
の実現を目指して様々なスポーツ振興施策を推進しており、平成23年６月には｢スポ
ーツ基本法｣が公布され、その基本理念には｢スポーツを通じて幸福で豊かな生活を
営むことは、全ての人の権利である｣と明記されています。 
本市では、市民一人一人が健康で生きがいのあるライフスタイルを確立し、自ら

進んで体力つくりや健康づくり、仲間づくりを行うために、いつでも、どこでも、
だれでも参加できるスポーツ環境の整備を図っています。また、競技団体や校区・
地区単位によるスポーツ大会の開催やスポーツ推進委員*、体育協会との連携による
スポーツイベントの開催により、多くの市民が生涯スポーツを実践しています。 
しかし、日常的にスポーツを行っている人や各種スポーツ行事に参加する人は固

定化の傾向にあり、より多くの市民が、スポーツに関心をもち、主体的・継続的に
スポーツを親しむことができる生涯スポーツ社会の実現を図っていくことが必要と
されています。 
そこで、今後は多岐にわたる市民のニーズを把握するとともに、体育協会、レク

リエーション協会、総合型地域スポーツクラブ*等との連携を深めながら、スポーツ
環境の整備を図っていくことに力点を置きます。   

  (1) 実態 
○ 市民の健康づくりや生きがいづくり、仲間づくりを目的に、歩こう走ろう大会、
駅伝競走大会、武道大会（剣道、弓道）、校区対抗ニュースポーツ*大会、ウォー
クラリー大会等のスポーツイベントを開催しています。また、これらへの参加状
況は、ウォーキング的な大会など誰でも参加しやすいレクリエーションスポーツ
大会への参加率が高い傾向にあります。  

○ 「体育の日」に実施するスポーツフェスティバルは、個人や家族、グループで
自由に参加できるスポーツ・レクリエーションの場を提供しており、年々参加者
も増加傾向にあります。  

○ 総合型地域スポーツクラブと連携を図りながら実施している生涯スポーツ市
民講座は、子どもから高齢者まで幅広い年代層を対象に、青少年育成講座（キャ
ンプ、スケート等）、スポーツ教室（カヌー、卓球等）、健康教室（ウォーキング、
体操等）を開設し、生涯スポーツの推進を図っています。 

○ 体育協会、レクリエーション協会、スポーツ推進委員等が連携を強め、子ども
から高齢者まで年齢や性別を問わず、実践できるニュースポーツの競技の普及と
啓発を図っています。  

○ スポーツ推進委員会の開催や地区・県・九州地区における社会体育に関わる研
修会への参加を通して、スポーツ推進委員の資質向上を図るとともに、校区や地
区のスポーツ・レクリエーション活動推進における指導者としての活用を図って
います。  

○ 学校体育施設の有効活用を図る視点において、施設開放が充実しており、地域
住民の健康・体力つくりの活動拠点となっています。また、公共トレーニングジ
ムでは利用者の増加傾向が見られ、グラウンドゴルフ競技をはじめとするニュー
スポーツ人口も年々増えてきている状況にあります。  

○ 「いつでも、どこでも、だれでも、いつまでも」スポーツを楽しめる場を提供
するために総合型地域スポーツクラブが設立され、市民の年齢、興味・関心、体
力、技術レベルに応じた活動を進められる環境が整っています。 
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(2) 課題 

   ○ 生涯スポーツの推進 
・ 市民が主体的・継続的に週２回以上のスポーツの実践 
・ 学校体育施設の利用促進 
・ 地域スポーツの活性化及び高齢者スポーツの充実 
・ ニュースポーツの普及とプログラムの提供 
・ スポーツ推進委員をはじめとするスポーツ関係者の資質向上 
・ スポーツ団体の組織・運営の充実 
・ スポーツ指導者の育成と活用 

 
 
 

   
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

ス ポ ー ツ フ ェ ス テ ィ バ ル  姶 良 歩 こ う 走 ろ う 会  

義 弘 公 奉 賛 弓 道 大 会  義 弘 公 奉 賛 剣 道 大 会  

加 治 木 駅 伝 競 走 大 会 グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 同 好 会  
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２ 競技スポーツについて 
国は、優秀なスポーツ選手を発掘し、育成するために必要とされるような施策を

講じています。平成32年に本県で開催予定の国民体育大会に向けて、現在の小・中
学生の競技力向上の一環として、発育・発達段階に応じた選手の育成とその指導者
の養成に努めることが必要となっています。   
また、各競技団体や関係機関との連携を図りながら、市民の競技力向上に関する

意識の高揚に努めるとともに、指導体制の充実及び選手の育成強化などを推進して
いく必要があります。 
そこで、本市では、子どもの体力向上をねらいとする学校体育の授業の充実を図

るとともに、スポーツ少年団等との連携を強め、基礎体力の強化と競技力の向上を
図ることに努めます。 
さらに、スポーツ指導者に対しては、幅広い教養と専門的知識、より高い指導力

はもとより、子どもたちや選手個人、チーム組織の実態を把握し、適切な指導が行
えるよう、指導者の資質向上を図ることに努めます。 

  (1) 実態 
○ 体育協会、レクリエーション協会、スポーツ少年団等、スポーツ・レクリエー
ション関係における底辺拡大のもとに、組織力の強化、競技力の向上、健康づく
りや仲間づくりの醸成に努めており、自主的・主体的に運営する団体に育ってい
ます。  

○ 体育協会に加盟する競技団体主催のスポーツ大会を通して、競技力の向上と指
導者の資質向上に努めています。また、スポーツ少年団関係者の資質向上を図る
ために、指導者及び育成者を対象にした研修会を開催していることが、子どもの
体力向上や技術向上へと波及しています。  

○ 全国大会等へ出場する個人や団体の支援活動を展開していることが、個人、チ 
ームの競技力向上へとつながり、より高いレベルの大会を目指すものへと波及し
ています。 

○ 市総合運動公園をはじめとする市内スポーツ施設の維持・管理については、指
定管理者制度を導入しており、民間の手法を活かした住民サービスの向上に努め
ています。 

○ スポーツ少年団への加入率や競技スポーツ人口は、やや減少傾向にあるととも
に、同一競技への偏りが顕著になっています。 

○ 地区体育大会や県民体育大会へ出場する選手が固定化しており、次世代を担お
うとする青年層の選手が十分に育成されていません。 

○ 市民健康づくりとスポーツ選択に関するニーズが多様化しており、スポーツ施
設の改修や新たな施設整備が要望されています。  

  (2) 課題 
   ○ 競技力向上の推進 

・ 体力つくり、人づくりを目指した７つの領域に基づくスポーツ少年団活動の 
 充実 ※７つの領域①スポーツ活動、②学習活動、③野外活動、④交流活動 

⑤社会活動、⑥文化活動、⑦レクリエーション活動 
・ 体力向上を図る学校体育の充実 
・ 競技力向上を目指した競技団体組織力の向上 
・ スポーツ指導者の資質向上と指導者や選手の人材発掘と養成 

    ○  各種大規模スポーツ大会の誘致と観戦機会の拡充 
○ 市民のニーズに応じたスポーツ施設整備の充実と情報提供 
○ スポーツ推進審議会*の発足及びスポーツ推進計画の策定 
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